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�� � � � �－吹越 清優 (甲 地)

�� � � � �－上崎知比路 (保戸沢)

�� � � � �－川口 晃貴 (緑 町)

�	 
 � �－蛯沢 裕一 (外蛯沢)

�����
��－浜谷 香織 (北 栄)
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①
小
松
尚

夫
33
分
31
秒

(

弘
前
大
学)

②
真
野

修
司

(

チ
ー
ム
Ｂ
Ａ
Ｄ)

③
深
田
房

美
雄
④
熊
澤
稔(

大
湊
造
修
補
給
所)

⑤
大
田
英
明

(

日
本
原
燃)

⑥
菊
地

保

(

田
子
町
陸
協)

�

���
�
�
�
�

���
�

①
杉
澤
隆

司
37
分
31
秒(

レ
ス
ト
ラ
ン
き
の
字)

②
原
宏

(

同)

③
田
中
正
明

(

三
沢

ラ
ン
ナ
ー
ズ)

④
須
藤
範
彦

(

む
つ

小
川
原
石
油
備
蓄)

⑤
原
田
泰
文

(

岩
手
戦
車)

⑥
高
瀬
良
一

�

���
�
�
�
�

���
�

①
佐
藤
利

治
41
分
０
秒

(

三
沢
42
ク
ラ
ブ)

②

長
南
雅
之

(

青
森
走
遊
会)

③
阿
部

光
世

(

楽
し
く
走
ろ
う
会)

④
石
田

康
男
⑤
川
畑
秀
夫(

は
や
て
走
友
会)

⑥
本
郷
倬
三

�
	


�
�


�
�
�
�
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①
遠

藤
崇
夫
16
分
15
秒

(

空
自
東
北
町)

②
向
中
野
政
和

(
七
戸
町
駅
伝)

③

道
頃
博
美

(

南
部
町
県
民
駅
伝)

④

和
田
政
明

(

七
戸
町
駅
伝)

⑤
原
子

涼

(

同)

⑥
滝
田
浩
之

(
南
部
町
県

民
駅
伝)

�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

①
齊

藤
玲
子
19
分
17
秒

(

フ
ァ
イ
ヤ
フ
ラ

イ)

②
藤
田
恵
美

(

南
部
町
県
民
駅

伝)

③
鳥
越
朝
子

(

三
本
木
高
校)

④
杉
澤
多
佳
子

(

レ
ス
ト
ラ
ン
き
の

字)

⑤
成
田
佳
代(

八
戸
短
期
大
学)

⑥
久
保
操
子

(

蛯
沢
小
陸
上
部)
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①

原
口
広
大
１
時
間
９
分
29
秒

(

国
士

舘
大
学)

②
千
葉
剛
史

(

同)

③
中

西
将
人

(

同)

④
柴
田
省
吾

(

同)
⑤
高
島
宏
希

(

同)

⑥
齊
藤
伸
宗

(

同)
�
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①

水
谷
理
紗
１
時
間
23
分
25
秒

(

筑
波

大
学
同
好
会)

②
山
口
幸

(

Ｈ
Ｙ
☆

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ)

③
本
田
牧
子

(

関
東
Ｒ

Ｃ)

④
平
山
香
代

(

ふ
た
ご
Ｒ
Ｃ)

⑤
橋
向
恵
美
子

(

函
館
走
ろ
う
会)

⑥
高
橋
文
恵

�
	


�
�
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�
�
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①
石

田
英
明
33
分
18
秒

(

富
士
大
学)

②

森
崎
進
也

(

田
子
町
陸
協)

③
橋
本

征
弥

(

六
ヶ
所
村
県
民
駅
伝)

④
久

保
弘

(

同)

⑤
乙
部
昌
秀

(

馬
並
倶

楽
部)

⑥
成
田
和
也

�
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①
中

山
寛
子
45
分
５
秒

(

野
辺
地
中)

②

棟
方
亜
利
紗(

東
奥
義
塾
高
校
ス
キ
ー

部)

③
長
谷
川
志
野

(

青
森
フ
ァ
イ

ヤ
ー
フ
ラ
イ
ズ)

④
佐
々
木
盛
子
⑤

佐
伯
誠
子
⑥
成
田
ユ
リ
子

�
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�
�
�
�
�
�
�
�

①
原
子

明
16
分
25
秒

(

七
戸
町
駅
伝)

②
冷

水
祥
仁

(

レ
ス
ト
ラ
ン
き
の
字)

③

上
原
子
憲
樹

(

七
戸
町
駅
伝)

④
堀

切
川
馨
⑤
泉
田
幸
雄
⑥
木
野
目
康
治

�

���
�
�
�
�
�
�
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①
丸
岡

信
子
20
分
18
秒

(

南
部
町
陸
協)

②

小
坂
真
弓

(

㈲
サ
ン
ラ
イ
ズ)

③
田

中
由
起
子

(

野
辺
地
Ｒ
Ｃ)

④
三
戸

せ
い
子
⑤
白
戸
ま
ゆ
み
⑥
藤
田
綾
子

(

青
森
あ
す
な
ろ
走
友
会)

�
�
 


�
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�
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①
後
藤
秀

至
16
分
23
秒

(

大
鰐
中)

②
堀
合
修

平

(

南
部
町
県
民
駅
伝)

③
工
藤
超

(

同)

④
高
野
拓
也

(

野
辺
地
中)

⑤
中
坪
章

(

南
部
町
県
民
駅
伝)

⑥

石
橋
学

(

同)
�
�
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①
千
秋
恵

11
分
７
秒

(

東
北
中)

②
松
山
莉
々

華(

野
辺
地
中)

③
松
舘
由
樹(

同)

④
大
丸
芽
美

(

同)

⑤
工
藤
優
香

(

大
館
第
一
中)

⑥
高
西
真
穂

(

七

戸
町
駅
伝)
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①
稲
垣
優
毅
11
分
36
秒

(

若
葉
小
ス

キ
ー
部)

②
簗
田
正
之
助

(

天
間
西

小)

③
寺
嶋
晃
我

(

む
つ
陸
上
ク
ラ

ブ)

④
吹
越
清
優

(

甲
地
陸
上
ス
ポ

少)
⑤
沼
端
銀
平

(

む
つ
陸
上
ク
ラ

ブ)
⑥
寺
嶋
嶺

(

同)
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①
田
澤
郁
莉
11
分
51
秒(

三
内
西
小)

②
堀
井
ち
な
み(

大
畑
陸
上
ス
ポ
少)

③
沖
田
暁
子

(

北
園
小)

④
鈴
木
萌

(

浜
舘
小)

⑤
上
崎
知
比
路

(

蛯
沢

小
陸
上
部)

⑥
飯
山
実
李

(

野
辺
地

小)
�
"
 


�
�
'
$
!
&
�
(
�
�

①
三
浦
健
太
８
分
９
秒

(

泊
小)

②

小
笠
原
大
祐

(

む
つ
陸
上
ク
ラ
ブ)

③
沼
田
一
哉

(

甲
地
陸
上
ス
ポ
少)

④
須
々
田
昴
弥

(

三
内
西
小)

⑤
秋

田
浩
宜

(

横
浜
小)

⑥
柴
崎
天
空

(

馬
門
ス
ポ
少
陸
上
部)

�
"
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�
'
$
!
&
�
(
�
�

①
関
口
薫
乃
８
分
22
秒(

大
久
喜
小)

②
大
浦
の
の
か

(

七
戸
小)

③
工
藤

優
菜

(

大
館
城
西
小)

④
菊
地
悠
那

(

三
内
西
小)

⑤
江
尻
莉
緒

(

木
ノ

下
小)

⑥
中
村
愛
梨

(

千
曳
小)

�
�
)
�
�
�
�
(
�
�

①
佐
藤
大
和

７
分
46
秒

(

田
名
部
中)

②
大
丸
陽

平(

水
喰
ス
ポ
少)

③
小
泉
憲
一(

同)

④
久
保
田
祥
弥

(

同)

⑤
神
谷
美
有

(

同)

⑥
蛯
沢
一
朗

(

七
戸
中)
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①レスキューズ２

(監督－高田秋悦､ 選手－吹越豊・久

保田雄・田嶋勝幸・作田忠司)

②宝栄丸２号 ③丸憲号

④リザーブ友の会 ⑤高大２号筏設計部
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㈱北日本花火興業 (秋田県)

｢スターマイン

飛んで火に入る夏の虫｣

����

㈱和火屋 (秋田県)

｢スターマイン風神雷神の宴｣

����

㈱小松煙火工業 (秋田県)

｢スターマイン

湖上のスターライト

イリュージョン｣
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第
六
十
二
回
市
町
村
対
抗
青
森
県

民
体
育
大
会
が
こ
の
ほ
ど
、
む
つ
市

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
当
町
か
ら
十
七
競
技

に
役
員
・
選
手
団
合
わ
せ
て
約
二
百

五
十
名
が
参
加
。
各
競
技
で
熱
戦
を

展
開
し
た
結
果
、
柔
道
・
野
球
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
三
競
技
で
み
ご
と
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

総
合
成
績
で
は
、
昨
年
の
六
十
三

点
を
上
回
る
六
十
八
点
を
獲
得
。
ま

た
昨
年
の
町
の
部
六
位
か
ら
大
き
く

飛
躍
し
、
町
村
の
部
三
位
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

大
会
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。(

敬
称
略)

�
�
�
�
�
�

◆
第
一
位

▽
柔
道

▽
野
球

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
総
合

(

男
子
・
女
子
ア
ベ
ッ
ク
優
勝)

◆
第
二
位

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
総
合

(

第
二
位－

男
子
・
家
庭
婦
人

第
三
位－

女
子)

◆
第
五
位

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ

�
�
�
�
�
�

◆
第
一
位

▽
陸
上
男
子
四
十
歳
以
上
千
五
百

㍍－

久
保
田
一
生

(

大
会
新)

◆
第
二
位

▽
水
泳
男
子
三
十
歳
以
上
五
十
㍍

自
由
形－

坂
本
司

◆
第
三
位

▽
陸
上
男
子
三
十
歳
未
満
四
百
㍍－

蓬
畑
卓
也

▽
水
泳
男
子
三
十
歳
以
上
五
十
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ－

坂
本
司

▽
水
泳
女
子
三
十
歳
未
満
五
十
㍍

自
由
形－
沢
尾
美
香

����		
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青
森
県
男
子
・
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
が
八
月
四
日
・
五
日

の
二
日
間
、
南
総
合
運
動
公
園
で
行

わ
れ
、
女
子
の
部
に
出
場
し
た
東
北

第
一
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
み
ご
と
優

勝
。
東
北
大
会
出
場
の
キ
ッ
プ
を
手

に
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
地
区
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
二
十

七
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、
上
北
地
区
代

表
の
同
少
年
団
は
、
準
々
決
勝
ま
で

の
三
試
合
を
す
べ
て
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー

ム
で
勝
ち
進
む
圧
倒
的
な
強
さ
。
そ

し
て
準
決
勝
は
五
所
川
原
地
区
代
表

の
梅
沢
ク
ラ
ブ
を
三
対
二
、

決
勝
は
上
北
地
区
代
表
の
六

戸
小
ス
ポ
少
を
三
対
二
の
接

戦
で
退
け
、
念
願
の
初
優
勝

を
決
め
ま
し
た
。

チ
ー
ム
は
第
一
小
四
年
生

以
上
の
女
子
児
童
で
構
成
さ

れ
て
お
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も

抜
群
。
こ
の
大
会
の
た
め
に

放
課
後
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
休

み
も
返
上
で
毎
日
練
習
し
て

き
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は

｢

こ
れ
か
ら

も
っ
と
練
習
し
て
東
北
大
会

で
は
一
回
で
も
多
く
勝
ち
進

み
、
で
き
れ
ば
優
勝
し
た
い｣

と
力
強
く
意
気
込
み
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

な
お
東
北
大
会
は
、
九
月

十
五
日
か
ら
山
形
県
白
鷹
町

で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

東
北
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

(

沼

辺
真
一
会
長)

主
催
の
第
十
七
回
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
八
月
五
日
、
蛯
沢

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
。大

会
に
は
東
北
地
区
の
子
ど
も
会

か
ら
、
高
学
年
十
九
チ
ー
ム
、
低
学

年
二
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
。
子
ど
も

た
ち
は
暑
さ
の
中
、
応
援
に
駆
け
つ

け
た
親
か
ら
の
盛
ん
な
声
援
を
受
け

て
、
元
気
よ
く
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

▼
高
学
年
①
甲
地
②
船
ヶ
沢
③
外
蛯

沢
○
敢
闘
賞－

表
町

▼
低
学
年
①
水
喰
②
寒
水
③
外
蛯
沢

○
敢
闘
賞－

表
町
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�

設
立
総
会
で
は
、
組
合
長
に
沢
田

�
さ
ん
を
選
出
。
ま
た
町
内
に
湧
き

出
て
い
る
黒
や
茶
褐
色
の
お
湯
が
、

北
海
道
の
十
勝
川
温
泉
に
代
表
さ
れ

る

｢

モ
ー
ル
温
泉｣

で
あ
り
、
鉱
物

成
分
よ
り
植
物
成
分
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
た
め
肌
に
や
さ
し
く
、
美
人

の
湯
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
こ
の
モ
ー
ル
温
泉

を
前
面
に
押
し
出
し
全
国
へ

発
信
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
同
組
合
で
は
、
新
幹

線
八
戸
以
北
の
開
業
を
踏
ま

え
、
シ
ラ
ウ
オ
の
食
べ
放
題

や
ナ
ガ
イ
モ
掘
り
体
験
な
ど
、

町
の
特
産
品
と
温
泉
を
組
み

合
わ
せ
た
体
験
型
ツ
ア
ー
も

企
画
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。

ま
た
沢
田
組
合
長
は

｢

私

た
ち
は
温
泉
が
身
近
に
あ
り

す
ぎ
て
、
そ
の
あ
り
が
た
さ

や
素
晴
ら
し
さ
を
忘
れ
が
ち
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
今
一
度

温
泉
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し

て
も
ら
い

『

お
が
わ
ら
湖
温

泉
郷』

と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
て
ほ
し
い｣

と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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当
初
の
予
定
よ
り
も
二
時
間
ほ
ど

早
い
正
午
前
、
最
終
泳
者
が
桟
橋
近

く
に
到
着
す
る
と
、
最
後
は
七
名
全

員
で
湖
に
入
り
笑
顔
で
手
を
つ
な
ぎ

な
が
ら
浜
辺
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
後
メ
ン
バ
ー
は

｢
天
気
が

よ
く
て
波
も
な
く
、
景
色
が
よ
く
見

え
る
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
ま

た
湖
の
透
明
度
が
高
く
、
気
持
ち
よ

く
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
た｣

｢

地
元
の

支
援
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

で
き
感
謝
し
て
い
る
。
来
年
は
サ
ミ
ッ

ト
が
あ
る
洞
爺
湖
に
挑
戦
し
た
い｣

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

関
東
地
方
の
遠
泳
愛
好
者
で
つ
く

る｢
日
本
全
国
湖
遠
泳
を
楽
し
む
会｣

の
メ
ン
バ
ー
が
八
月
五
日
、
リ
レ
ー

方
式
で
小
川
原
湖
の
縦
断
遠
泳
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

会
長
の
高
橋
伍
郎
筑
波
大
学
名
誉

教
授
ら
最
高
齢
八
十
二
歳
、
最
年
少

三
十
五
歳
の
七
名
で
構
成
さ
れ
る
同

会
は
、
こ
れ
ま
で
茨
城
県
霞
ヶ
浦
の

縦
断
や
滋
賀
県
琵
琶
湖
の
横
断
な
ど
、

平
成
五
年
か
ら
毎
年
十
四
回
、
湖
の

遠
泳
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
メ
ン
バ
ー
は
午
前
六
時
三

十
分
に
六
ヶ
所
村
倉
内
地
区
を
出
発
。

一
人
十
五
分
か
ら
三
十
分
ず
つ
泳
い

で
交
代
し
な
が
ら
、
約
十
六
㌔
先
に

あ
る
旭
町
の
桟
橋
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

町
内
の
温
泉
や
旅
館
を
経
営
す
る

九
社
が
七
月
二
十
日
、｢

お
が
わ
ら

湖
温
泉
・
旅
館
組
合｣

を
発
足
し
、

町
内
の
観
光
団
体
と
協
力
し
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
り
し

て
、
町
の
温
泉
を
全
国
に
広
め
、
誘

客
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
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千
曳
小
学
校

(

柿
崎
茂
校
長)

の

全
校
児
童
で
構
成
す
る
千
曳
小
交
通

少
年
団
は
七
月
二
十
日
、
夏
の
交
通

安
全
運
動
に
合
わ
せ
て
、
交
通
安
全

の
旗
を
学
校
近
く
の
県
道
沿
い
に
立

て
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
の
は
六
年
生
の
十

四
名
で

｢

み
ん
な
で
守
ろ
う
交
通
安

全｣

な
ど
と
書
か
れ
た
旗
を
立
て
な

が
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
た
あ
と
、
こ
の
日
が
一
学
期

の
終
業
式
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者

全
員
で
夏
休
み
中
の
無
事
故
を
誓
っ

て
い
ま
し
た
。
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上
板
橋
町
内
会(

藤
井
政
信
会
長)

は
こ
の
ほ
ど
、
新
し
く
で
き
た
地
区

内
の
公
園
に
通
る
道
路
沿
い
に
、
青

色
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
し
た
。

青
色
は
人
を
冷
静
に
さ
せ
、
落
ち

着
か
せ
る
色
で
あ
り
、
犯
罪
減
少
に

有
効
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青

森
県
が
推
進
し
て
い
た
も
の
で
、
七

戸
警
察
署
管
内
で
は
初
の
設
置
と
な

り
ま
し
た
。

地
域
住
民
か
ら
は

｢

明
る
く
て
感

じ
が
よ
い｣

と
評
判
で
、
地
区
内
の

防
犯
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

町
交
通
安
全
協
会
や
交
通
指
導
隊
、

交
通
安
全
母
の
会
及
び
警
察
官
駐
在

所
連
絡
協
議
会
は
七
月
二
十
五
日
、

｢

フ
ラ
ワ
ー
作
戦｣

と
題
し
交
通
安

全
啓
発
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

に
合
わ
せ
て
行
っ
た
も
の
で
、
七
戸

警
察
署
や
町
内
各
駐
在
所
の
協
力
を

得
て
、
約
六
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

運
動
で
は
五
班
に
分
か
れ
た
参
加

者
が
町
内
の
飲
食
店
や
金
融
機
関
な

ど
を
ま
わ
っ
て

｢

飲
酒
・
暴
走
運
転

の
根
絶｣

の
標
語
が
入
っ
た
鉢
花
を

配
布
し
な
が
ら

｢
飲
酒
運
転
や
暴
走

運
転
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ

い｣

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

����������������		

����

��������������

ま
た
翌
日
の
七
月
二
十
六
日
に
は
、

｢

夕
暮
れ
時
の
ラ
イ
ト
早
め
点
灯
街

頭
運
動｣

を
実
施
。
参
加
者
全
員
で

町
内
の
道
路
沿
い
十
五
か
所
に
の
ぼ

り
旗
を
立
て
た
ほ
か
、
夕
方
に
は
旭

町
バ
ス
停
付
近
と
東
北
消
防
署
前
で

｢

夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯｣

と
書
か
れ
た
横
断
幕
を
持
ち
、
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

七
戸
警
察
署
管
内
で
は
、
交
通
事

故
の
件
数
や
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

が
去
年
よ
り
大
幅
な
ペ
ー
ス
で
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続

き
各
団
体
で
交
通
安
全
運
動
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

������������������������  !!""##��$$%%&&''((

))**++����,,--..��//0011

��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��

����������������		

����
��

��������������������

����������������������  !!""



��

甲
地
小
学
校

(

中
山
勝
治
校
長)

の
児
童
と
東
北
町
建
設
業
協
会

(

中

村
克
美
会
長)

で
構
成
す
る
ち
ょ
ボ

ラ
隊
は
七
月
十
八
日
、
小
学
校
周
辺

や
通
学
路
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
校
の
児
童
会
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
計
画
し

た
も
の
で
、
児
童
ら
は
八
班
に
分
か

れ
て
学
校
周
辺
を
歩
き
、
空
き
缶
や

紙
く
ず
な
ど
を
拾
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
た
が
な
い
側
溝
や
見
通

し
が
悪
い
カ
ー
ブ
な
ど
、
通
学
路
の

危
険
な
場
所
を
建
設
業
協
会
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
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青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、
八
月
一
日
か
ら
二
泊

三
日
の
日
程
で
公
立
小
川
原
湖
青
年

の
家
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
児
童
が

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
の
は
、
町
内
の
二

十
二
名
を
含
む
県
内
の
小
学
四
年
生

以
上
の
児
童
四
十
三
名
で
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
や
七
宝
焼
体
験
の
ほ

か
、
ふ
と
ん
を
た
た
ん
だ
り
部
屋
の

掃
除
を
し
た
り
す
る
な
ど
規
則
正
し

い
生
活
を
送
り
、
協
力
し
合
う
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
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う
ど
ん
打
ち
は
町
特
産
品
販
売
促

進
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

す
べ
て
手
作
業
で
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
小
麦
粉
に
蒸
し
た
ナ
ガ
イ
モ

と
水
を
混
ぜ
て
み
ん
な
で
コ
ネ
コ
ネ
。

そ
れ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
足
で

踏
ん
だ
あ
と
、
め
ん
棒
で
薄
く
伸
ば

し
、
専
用
の
包
丁
で
細
長
く
切
っ
て

完
成
。
太
く
切
り
す
ぎ
た
り
す
る
な

ど
失
敗
し
た
児
童
も
い
ま
し
た
が
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
う
ど
ん
の
味
は

格
別
の
よ
う
で
し
た
。

ま
た
児
童
ら
は
ま
な
か
に
宿
泊
し

て
花
火
を
す
る
な
ど
、
夏
休
み
の
楽

し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

外
蛯
沢
子
ど
も
会(

瀬
川
司
会
長)

と
表
町
子
ど
も
会(

甲
地
尚
彦
会
長)

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
月
二
十
一
日
と

八
月
十
一
日
、
み
ど
り
の
大
地
と
ロ

マ
ン
の
森
公
園
に
あ
る
か
や
ぶ
き
家

屋

｢

ま
な
か｣
で
、
親
子
参
加
の
学

習
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
東
北
町
産
の

ナ
ガ
イ
モ
や
青
森
県
産
の
小
麦
粉
を

使
っ
た
う
ど
ん
打
ち
な
ど
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
地
元
の
施
設
や
自
然
に
触

れ
な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の

で
す
。
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そ
の
あ
と
、
松
山
定
見
会
長
が

｢

税
収
確
保
の
た
め
以
前
に
も
増
し

て
税
金
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
た

い｣

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
竹
内
町
長

が

｢

町
と
納
税
者
と
の
架
け
橋
と
し

て
、
期
限
内
納
付
や
納
付
率
の
向
上

の
た
め
、
地
域
活
動
に
尽
力
し
て
く

だ
さ
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
事
業
計
画
や
収
支
予

算
な
ど
の
議
案
を
可
決
。
役
員
の
改

選
で
は
、
会
長
に
松
山
定
見
さ
ん
、

副
会
長
に
天
間
啓
次
さ
ん
と
天
間
啓

作
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
十
九
年
度
東
北
町
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
定
例
総
会
が
七
月
二
十

四
日
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
関
係
者
ら
約
六
十
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

始
め
に
青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
会
長
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

昭
和
五
十
六
年
か
ら
栄
町
納
税
貯
蓄

組
合
長
や
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

の
理
事
を
務
め
た
和
田
竹
千
代
さ
ん

へ
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰
が

行
わ
れ
、
納
税
功
労
者
な
ど
二
十
の

団
体
と
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。����������������		
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東
北
町
小
川
原
湖
地
域
物
産
展
が

八
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
八
日

間
、
道
の
駅
お
が
わ
ら
湖｢

湖
遊
館｣

で
開
催
さ
れ
、
観
光
客
へ
町
の
特
産

品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
東
北
町
物
産
協
議
会

(
市

川
徹
雄
会
長)

が
主
催
し
、
町
の
特

産
物
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
小
川
原
湖
の
観
光
客

や
お
盆
の
帰
省
客
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

物
産
展
に
は
町
内
か
ら
四
業
者
が

参
加
。
雪
室
貯
蔵
ナ
ガ
イ
モ
や
ヤ
ー

コ
ン
茶
な
ど
、
最
近
商
品
化
さ
れ
た

も
の
な
ど
が
展
示
・
販
売
さ
れ
、
連

日
多
く
の
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

町
立
図
書
館
で
の｢

お
は
な
し
会｣

が
八
月
一
日
に
開
催
さ
れ
、
夏
休
み

期
間
中
の
約
三
十
名
の
児
童
が
、
紙

芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

お
は
な
し
会
は
こ
れ
ま
で
町
立
図

書
館
乙
供
分
室
だ
け
で
開
催
さ
れ
て

い
た
た
め
、
そ
ち
ら
へ
出
向
く
こ
と

が
で
き
な
い
児
童
に
も
本
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
今
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
野
の
花

(

須
川
チ
ヱ
代

表)

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
次
回
の
町
立
図
書
館
で
の

お
は
な
し
会
は
、
冬
休
み
中
に
開
催

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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※利用時間の延長により浴場 (温泉) は午後９時まで利用できますが､ 町民バスの夜間運行はあり
ません
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田
ノ
沢
地
区
の
小
川
原
湖
畔
に
白

鳥
が
住
み
着
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

間
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
を
撮
影
し
た
長
久
保
忠
則
さ

ん
の
話
に
よ
る
と
、
二
年
ほ
ど
前
か

ら
湖
畔
に
あ
る
葦
の
草
む
ら
に
住
み

着
き
、
今
年
の
七
月
に
は
二
羽
の
ヒ

ナ
も
一
緒
に
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で｢

お
そ
ら
く
コ
ブ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
で
は
な
い
か
。
夏
を
越
し
た
だ
け

で
も
驚
い
て
い
た
の
に
、
親
鳥
が
ヒ

ナ
を
お
ん
ぶ
し
て
泳
い
で
い
る
の
を

見
て
さ
ら
に
ビ
ッ
ク
リ
。
エ
サ
を
差

し
出
す
と
寄
っ
て
く
る
姿
が
、
す
ご

く
か
わ
い
い
ん
だ
よ｣

と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

東
北
町
戦
没
者
追
悼
式
が
八
月
九

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
し

め
や
か
に
行
わ
れ
、
遺
族
ら
約
百
十

名
が
戦
没
者
四
百
五
十
余
名
の
冥
福

を
祈
り
、
平
和
へ
の
祈
り
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。

追
悼
式
で
は
参
列
者
全
員
で
黙
と

う
し
た
あ
と
、
竹
内
町
長
が

｢

こ
れ

を
機
に
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
、

世
界
平
和
の
確
立
と
、
命
輝
く
豊
か

な
ふ
る
さ
と
を
築
く
た
め
、
町
民
と

と
も
に
力
強
く
歩
ん
で
い
き
ま
す｣

と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
参
列
者
一
人
ひ
と
り
が
祭

壇
に
献
花
し
て
合
掌
し
、
戦
没
者
の

安
ら
か
な
眠
り
を
祈
り
ま
し
た
。
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長
久
保
も
よ
さ
ん
は
八
月
十
日
、

学
校
教
育
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

町
に
五
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
の
日
役
場
を
訪
れ
た
の
は
、
町

内
の
老
人
施
設
に
入
所
し
て
い
る
も

よ
さ
ん
を
代
行
し
た
、
長
男
の
長
久

保
利
美
さ
ん
と
次
男
の
節
雄
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
町
に
お
世
話
に
な
っ
た
お

礼
と
、
も
よ
さ
ん
の
白
寿
の
記
念
を

兼
ね
て
寄
付
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

竹
内
町
長
が

｢

百
歳
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
親
孝
行
し
て

く
だ
さ
い｣

と
激
励
す
る
と
、
利
美

さ
ん
と
節
雄
さ
ん
は

｢

近
く
親
族
全

員
で
白
寿
の
お
祝
い
を
企
画
中
。
長

生
き
を
す
る
よ
う
励
ま
し
て
あ
げ
た

い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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以前､ 乳児健診で ｢子どもがかわいいと思う
時はどんな時ですか？｣ と質問したら ｢寝てい
る時｣ という答えが多かったです｡ 独身の頃は
分からなかったけど今はよく分かります｡ 一日
の終わり､ ほっとした寝際にみる子どもの寝顔
には何事も癒される力があるようです｡ そうい
えば､ もう退職した大先輩が ｢若い頃は子育て

で忙しくて､ お金も時間もなかったけれど､ 振
り返ればあの頃が一番幸せだった｣ と言ってい
ました｡ そうなのかもしれないなぁとしみじみ
感じます｡
また明日､ 同じように一日がドタバタ過ぎて
いくのだろうけれど､ 子どもの寝顔を見る時は
｢ま､ いいか！｣ と前向きに思えました｡
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日にち 場 所 時 間

10月１日 (月) 役場本庁舎前
午前10時～午後４時

(12時30分～13時30分は昼休み)

10月29日 (月) 町保健福祉センター (乙供駅前) 午後１時30分～午後４時
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朝､ 目覚まし時計の音で目が覚める｡ おはよ

う小鳥さん｡ グッモーニン､ 新しい一日の始ま

り｡

…とはかけ離れ､ 我が家の騒々しい一日が始

まります｡ 子ども達を起こす時点で､ 既に私は

ハイテンションに｡ ｢早く､ 起きて！｣ ｢早くご

飯食べて！｣ ｢早く､ 早く～！｣ …なんかの研

修で ｢お母さん､ 早く早くと､ あまり子どもを

せかさないでください｣ と言っていたなぁと思

い出しながら､ ついつい使ってしまう言葉｡

｢早く｣ と子どもに言わないお母さんってどん

なふうに朝を過ごしているんだろう｡ うらやま

しいなぁ､ 私も余裕を持ってやっているつもり

なんだけど？？？
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｢保健師さんだから､ 子育てもバッチリでしょ

う？｣ 職業上､ よくこんなことを言われます｡

確かに､ いろいろな研修会などに参加する機会

も多いし､ それなりに知識を身につけてはいる

つもりです｡ でも､ 実践となると難しいと思い

ます｡ 母親業をやっていると全くマニュアル通

りにはいかないことばかり｡ 子どもを叱る時も

頭ごなしに言ってしまうことも多いです｡ 先日

参加した研修で､ 子どもを叱るときのポイント

が出されました｡

『Positive Negative Positive

(ポジティブ ネガティブ ポジティブ) 』

例えば ｢花子ちゃんはいつも弟の面倒をみて

くれる優しい子だよね｣ →�����

｢でも弟が花子ちゃんのおもちゃを壊したか

ら弟のことをたたいちゃったんだよね｣ →��

���

｢弟が痛かったって花子ちゃんもわかったか

ら､ また優しい花子ちゃんになれるよね｣ →�

����

というふうにです｡ うわぁ､ 毎回これをやって

いるとストレスがたまっちゃうなぁ…と思いな

がら､ この技を職場の後輩に伝授したところ､

早速実践してみたようで ｢大久保さん､ あの叱

り方いいですよ！｣ と言ってくれました｡ 私も

やってみました｡ これがまた､ いいんです｡ 子

どもは､ きちんと私が自分の気持ちを理解して

もらえたと思ったのか､ 叱られた後でも､ とて

も安心したいい顔でした｡ 毎回はできないかも

しれないけど､ たまには実践してみようかな｡

�	
������� !"#

さて､ 帰宅してからがまた忙しい｡ 子どもの

お迎え・買い物・夕飯・入浴・洗濯などなど｡

主婦なら皆さんやっていることだとは思います

が､ どうにもこうにも嫌になってしまうことが

あります｡ 子ども達の話を聞き､ ケンカを仲裁

し､ チビを抱っこして…｡ 時々逃げ出したい衝

動にかられることがあります｡ そんなに家事も

完璧にこなしているわけでもないし､ 夫も子ど

もの相手をしてくれるなどいろいろ手伝ってく

れているのに､ 私って根性がないのかしらと思

います｡ また､ 一日の疲れと､ 子どもの騒がし

さと､ 思い通りに家事が進んでいかない苛立ち

で､ どんよりと落ち込むことがあります｡

しかしこんな私でも､ 子どもの寝顔を見る時

は母親業も悪くないなと思います｡
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・平成18年４月１日から平成20年３月31日までの取得

・不動産の価格 (課税標準額) ×税率

※ 課税標準額となる不動産の価格は､ 原則として不動産を取得したときの市町村の固定
資産税台帳に登録されている価格です｡
なお､ 宅地を取得した場合には､ 固定資産税課税台帳に登録されている価格の２分の
１が課税標準額になります｡

( )住宅及び土地･･･３. ０％
住宅以外の家屋･･･３. ５％
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町では､ 今年度60歳になられる方々を対象に､ これまで社会の発展を支えてきた豊富な知識と経
験を今後に生かし､ 積極的な社会参加や地域づくりを進めていくための語らいの場として､ ｢実年
式｣ を開催します｡
なお､ 町内在住の方々には､ 後日 ｢実年式のご案内｣ を送付しますので､ 多数ご参加ください｡
◇日 時－10月28日(日) 午後２時～ ◇場 所－コミュニティセンター ｢未来館｣
◇内 容－式典・講演会・祝賀会 ◇参加料－5,000円
◇対象者－昭和22年４月２日から昭和23年４月１日までに生まれた方
◆問合せ－町社会教育課 TEL 0176-56-5180 FAX 0176-56-4235
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11月１日 (木)

受付：午後１時30分～
試験：午後２時

～午後３時30分

○青森会場
青森県物産館アスパム

○八戸会場
八戸プラザホテル

○弘前会場
弘前市立観光館

○五所川原会場
プラザマリュウ五所川原

９月19日 (水)
～10月５日 (金)

※申込書の配布は
９月19日(水)から

�
�
�
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�
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○青 森 会 場－１月28日(月) 午後２時～ 青森県水産ビル
○八 戸 会 場－１月30日(水) 八戸プラザホテル

▽八戸市の方 (午前10時30分～)
▽八戸市以外の方 (午後２時～)

○弘 前 会 場－１月24日(木) 弘前駅前市民ホール
▽弘前市・黒石市の方 (午前10時30分～)
▽弘前市・黒石市以外の方 (午後２時～)

○五所川原会場－１月21日(月) 午後２時～
プラザマリュウ五所川原

11月28日 (水)
～12月17日 (月)

※申込書の配布は
11月28日(水)から

�
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○青 森 会 場－１月29日(火) 午前10時30分～ 青森県水産ビル
○八 戸 会 場－１月31日(木) 午前10時30分～ 八戸プラザホテル
○弘 前 会 場－１月23日(水) 午後２時～ 弘前市立観光館
○五所川原会場－１月22日(火) 午前10時30分～

プラザマリュウ五所川原

�


�
�
	


�

○青 森 会 場－１月29日(火) 午後２時～ 青森県水産ビル
○八 戸 会 場－１月31日(木) 午後２時～ 八戸プラザホテル
○弘 前 会 場－１月25日(金) 弘前駅前市民ホール

▽弘前市・黒石市の方 (午前10時30分～)
▽弘前市・黒石市以外の方 (午後２時～)

○五所川原会場－１月22日(火) 午後２時～
プラザマリュウ五所川原

◆申込み・問合せ－役場下水道課 TEL 0176-56-3111 (代表) 又はTEL 0175-63-2111
▽本庁舎 (下水道課分室) 内線120・121 ▽分庁舎 (下水道課) 内線612・613
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ij123\]̂ _ àbcdkcdeaalh

mj123\]̂ _ àbkdcfdekè h
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募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所

看護学生

男

女

高卒 (見込含む)
24歳未満

９月７日
～28日

10月14日 (日)
八戸福祉公民館
(八戸市類家)

防衛医科
大学校学生 高卒 (見込含む)

21歳未満

11月３日 (土)
４日 (日)

青森第二合同庁舎

防衛大学校学生
11月10日 (土)
11日 (日)

八戸福祉公民館
(八戸市類家)

陸上自衛隊
(看護)

看護師免許を有し保
健師・助産師免許を
有する者 (見込含む)
で36歳未満の者

11月18日 (日) 仙台駐屯地
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10月１日は ｢法の日｣ です｡
皆さんが幸せな生活を送るた
めには､ 個人の自由が保障さ
れなければなりません｡ しか
しそれは個人個人の言論や行
動が無制限に許されるという
ことではありません｡ なぜな
ら､ 個々人は同じように尊重
されるべき自由を持っており､
それぞれの自由が衝突するこ
ともあるからです｡ そのよう
な場合に､ 法は個人と個人の
自由の調和を図って､ 安定し
た社会生活を送れるようにす
る役割を果たすことになりま
す｡
また､ 法は国に対し､ 法に
従って権限を行使するように
命じることによって､ 国によ
る権限行使が適正な内容と手
続きの下で行われるようにし､
国民の権利を守るという役割
も果たしています｡
｢法の日｣ は､ 国民の皆さ

んに､ 法の役割や重要性につ
いて考えていただくきっかけ
となるように設けられたもの
です｡ ぜひこれを機会に､ 法
や裁判の問題を皆さん自身の
問題として考えていただきた
いと思います｡
さて､ 国民が刑事裁判手続
きに参加する裁判員制度が平
成21年５月までに実施される
ことは､ 皆さんにもご存知の
ことだと思います｡ 裁判所で
はこれまでも全国各地で模擬
裁判を行い､ 国民の皆さんに

分かりやすい裁判のあり方に
ついて検討してきました｡ 今
年５月には､ より現実に近い
形で国民の皆さんとともに模
擬裁判を行うため､ 裁判員を
選任する模擬手続きを本格的
に実施するなど､ 裁判員制度
の実施に向けて取り組んでい
ます｡ また､ 今年６月には､
最高裁判所規則を制定し､ 裁
判員制度の具体的な手続き等
が定まるなど､ 裁判員制度の
実施に向けた準備を進めてい
ますが､ 今後もさらに国民の
皆さんが不安なく､ 裁判員と
して参加いただけるよう､ 十
分な検討を行っていきます｡
裁判所・法務省・検察庁及
び弁護士会では､ 10月１日か
らの１週間を ｢法の日｣ 週間
とし､ 毎年全国各地で講演会
など各種の行事を実施してき
ました｡ 今年もその一環とし
て全国各地で模擬裁判や模擬
評議体験など､ 裁判員制度に
関する様々な催しを行う予定
です｡
皆さんのご参加をお待ちし
ています｡

���������
������ !

青森県内各地の裁判所では､
10月中に ｢法の日｣ 週間記念
行事の開催を予定しており､
裁判員制度説明会､ 法廷等施
設の一般公開を始め､ 様々な
催しを企画しています｡
詳細については､ 青森地方
裁判所事務局総務課庶務係
(TEL 017-722-5351) 又はも
よりの裁判所支部､ 簡易裁判
所庶務課までお問合せくださ
い｡

"#�$%&'()�
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個人である債務者が､ 借り
入れや商品の購入等により債
務 (借金や､ 購入代金等の支
払い義務) を多数背負ったり､
何らかの事情で収入が減った
りして､ 債権者 (支払い先)
に約束どおり支払うことが困
難となった場合に､ 債務を整
理し生活を立て直すための方
法の一つとして､ 裁判所の手
続きを利用することが考えら
れます｡
具体的な手続きとしては､
破産・個人再生・特定調停な
どがありますが､ 各手続きの
選択に当たっては､ それぞれ
の手続きの特徴を十分に理解
していただいたうえで､ 今後
も一定額の支払いを続けるこ
とができそうかどうか､ 話し
合いで解決できそうかどうか
などの事情により､ どの手続
きが最も適しているかを検討
する必要があります｡
破産・個人再生・特定調停
の各手続きの特徴については､
裁判所ウェブサイト (http:
//www.courts.go.jp) の中の
｢債務を整理するための裁判
所の手続きについて｣ におい
て紹介していますので､ 参考
にしてください｡
����－青森地方裁判所事
務局
TEL 017-722-5351
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(財)むつ小川原地域・産業
振興財団は､ 平成元年３月に
原子燃料サイクル事業者の協
力のもとに青森県によって設
立され､ 県内各地の産業振興
や地域づくりの取り組みに幅
広く支援しています｡
平成20年度のむつ小川原地
域・産業振興プロジェクト支
援事業を次のとおり募集して
います｡
�����－地域の活性化及
び産業の育成・振興を図る
次の事業
▽人材育成
▽技術開発
▽商品開発
▽観光開発
▽市場・販路開拓
▽環境整備
▽スポーツ・文化交流など
����－事業費の５分の４
以内
���	
－県内の市町村・
産業団体・地域づくりグルー
プ・組織など
���
�－10月31日まで
������－事業実施要望
書に事業計画等を添えて申
し込んでください｡ 要望書
の様式等については役場企
画課または財団にご相談く
ださい｡
����－(財)むつ小川原地
域・産業振興財団
TEL 017-773-6222
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�
�－９月28日(金)
～10月31日(水)

※全日制の通学講座により､
約１か月で修了
�����－18歳以上の健康
な方で男女・経験・学歴は
問いません
���－24名
���－随時
※定員になり次第締切り
���－三沢市楽晴会学習セ
ンター (旧やまと旅館)
����－楽晴会ＴＳ学院
TEL 0176-53-1372
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ＮＨＫ学園では､ 趣味から
資格まで幅広いジャンルの通
信講座を開講しています｡
丁寧な添削で､ 初めての方
でも安心です｡
まずは無料の案内書をご請
求ください｡
���－俳句・短歌・川柳・
書道・ペン字・写経・水彩
画・絵手紙・写真・文章教
室・古文書・漢方薬膳・ハー
ブ・園芸・折り紙・ハング
ル・医療事務・介護事務・
簿記など (全200コース以
上)
���
�－３か月～１年
(講座により異なります)
��� !"－年中受付
�#$%&'(���

ＮＨＫ学園
TEL 042-572-3151
無料案内書請求フリーダイ
ヤル
TEL 0120-06-8881
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▽機械システム工学科 (Ｎ
Ｃ工作機械・アルゴン溶
接等) 20名／２年間
▽設備システム工学科 (空
調・給排水衛生・電気設
備等の設計・施工・管理)
20名／２年間
▽自動車システム工学科
(２級自動車整備士の養
成) 30名／２年間
▽制御システム工学科 (制
御対象装置の設計・製作・
プログラミング・保守)
20名／２年間

���－志望科に対する興味
と強い就職意識を有する高
校卒業者 (平成20年３月卒
業見込みの者を含む)
�.%��
�－10月２日
(火)～10月31日(水)
�/�01

▽授業料－年額115,200円
(年４回の分納)
▽教科書・作業服・用品代
等として２年間で約22万
円程度必要 (研修旅行費
含む)

����－青森県立八戸工科
学園 (学生係)
TEL 0178-28-6811
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国民年金保険料は､ 金融機
関・郵便局・社会保険事務所
のほか､ コンビニでも納めら
れます｡ コンビニで保険料を
納めるときは､ バーコードが
印刷された納付書をご使用く
ださい｡ 金融機関が近くにな
い方､ 日中忙しくて金融機関
に行けない方は､ どうぞコン
ビニをご利用ください｡
なお､ お手元に納付書がな
い方は社会保険事務所までご
連絡ください｡
インターネット等を利用し
ての納付方法については､ 社
会保険庁ホームページでご案
内しております｡
(http://www.sia.go.jp/)
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年間に受け取る年金額が､
108万円以上 (65歳以上の方
は158万円以上｡ 金額は平成1
9年のもの) の方については､
各支払期に支払われる年金額
から所得税が源泉徴収されま
す｡ 支払われる年金から配偶
者控除や扶養控除等の各種控
除を受けるためには､ 毎年
｢扶養親族等申告書｣ を提出
していただく必要があります｡
(控除対象配偶者や扶養親族
となる方がいない場合でも､
受給者本人にかかる基礎控除
を受けることができますので､

申告書を提出する必要があり
ます)
この ｢扶養親族申告書｣ の
用紙 (ハガキ) は､ 10月下旬
から11月上旬頃 (予定) に社
会保険業務センターから送付
されますので､ 12月上旬 (予
定) の提出期限までに提出し
てください｡ (年金額が少な
くて源泉徴収の対象とならな
い方､ 障害年金や遺族年金を
受けている方には申告書は送
られません)
もし期限までに申告書が提
出されないと､ 支払われる年
金から各種控除が受けられず､
源泉徴収される所得税の額が
多くなりますのでご注意くだ
さい｡
なお２つ以上の年金の支払
者に対し申告書を提出してい
る方や､ 年金以外に給与等の
所得がある方などは､ 確定申
告をする必要があります｡
詳しくは､ お近くの社会保
険事務所又は､ ねんきんダイ
ヤル (TEL 0570-05-1165､ 土・
日・祝日を除く午前８時30分
から午後５時15分まで) まで
お問い合わせください｡

%&��'()*+
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���－七戸町柏葉館
日時－９月26日(水)
午前10時30分～午後３時

���－野辺地町中央公民館
日時－10月24日(水)
午前10時～午後３時
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相談日の１か月前から､
社会保険事務所にて電話で
受付しています｡

����

青森社会保険事務所
℡017-734-7495 (代表)
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警察では､ 捜索願が出され
た家出人について､ 交友関係
や就職関係など､ 発見するた
めの手がかりとなる情報を求
めています｡
また､ 国内で発見され､ 未
だ身元の確認されていない
｢ご遺体｣ の中に家出人が該
当しないかなど､ 身元の確認
に努めています｡
あなたの家族や知人で行方
が分からなくなっている方は
いませんか？
警察では､ 自殺や不慮の事
故などで死亡し､ 身元が確認
できていないままとなってい
る方の遺品などの写真を用意
して､ 身元確認のご相談に応
じています｡
今年も､ ９月21日(金)から
30日(日)までを､ 行方不明者
等発見活動推進強化旬間に指
定し､ 推進することになりま
したが､ その一環として家出
人捜索願出人に対しましては､
封書による ｢行方不明者の音
信等に関する追跡調査｣ を実
施することとしています｡ ご
協力をお願いします｡
なお､ 行方不明者について
お心当たりのある方は､
������

TEL 0176-62-3101
まで､ ご相談ください｡
ご相談の際には
▽行方不明者の写真
▽血液型・歯の治療状況 (歯
科で作成するデンタルチャー
ト)
▽特徴 (手術痕・火傷のあと・
ほくろなど)
など参考となる資料を持参し
てくださるようお願いします｡
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10月１日は法の日です｡
青森県司法書士会では､ 日
常生活での困りごとや法律上
の悩みについて司法書士が無
料で相談に応じます｡
次のとおり各会場で面接で
の相談に応じますので､ お気
軽にお尋ねください｡
なお､ 相談は無料ですが､
具体的な手続きが必要になる
場合には別途費用がかかりま
すので､ 相談員にご確認くだ
さい｡ また､ 下記の日時以外
でも､ 青森県司法書士会総合
相談センター(TEL 0120-940-
230)へご連絡いただけると､
相談会 (有料) のご案内や内
容に応じたお近くの司法書士
の紹介を行っています｡
▽十和田会場－９月29日(土)
午前10時～午後４時
十和田市中央公民館
▽八戸会場－９月30日(日)
午前10時30分～午後４時
まちの駅はちのへ

���	
－多重債務・相続・
登記・成年後見・裁判所提
出書類作製など

���－先着順
�
��－青森県司法書士会
TEL 017-776-8398

!"#$�%&'
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10月１日から７日までは
｢公証週間｣ です｡
公証人は､ 国の機関として
町民の生活や財産などの権利
を守り､ トラブルを未然に防
ぐために活躍しています｡
手数料は法定されています
ので､ 安心してご利用いただ
けます｡ また公証事務に関す
る相談は無料です｡
主な業務は次のとおりです｡
▽公正証書で契約書を作り大
切な財産を守ります
▽公正証書で遺言を作り大切
な人に遺産を譲ります
▽公正証書で離婚契約書を作
り子どもの将来を守ります
▽任意後見契約書を作り老後
に安心を作ります
▽定款認証で適法な会社を設
立します

�
��

▽青森公証人合同役場
TEL 017-777-6696
(公証人 桑原和敏)
TEL 017-776-8273
(公証人 白根昇)

▽八戸公証役場
TEL 0178-43-1213
(公証人 中川清秀)
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中小企業の公的な支援機関
である(財)21あおもり産業総
合支援センターでは､ 県内中
小企業者の皆さんの設備投資
を支援するため､ 低利かつ固
定金利で設備貸与制度 (割賦・
リース) を実施しております｡
対象となるのは機械・装置・
車両等 (土地・建物は対象外)
です｡ 予算がなくなり次第申
し込みを締切りますので､ 設
備の導入を検討されている方
はお早めにお問合せください｡
���

▽割賦
年率1.9％又は2.3％
▽リース
月額1.362％～2.982％

����－6,000万円まで
���	－21あおもり産業総
合支援センター
設備投資課
TEL 017-775-3234
URL http://www.21

aomori.or.jp/

�������
������� !"#$%&

ＩＣＴ (情報通信技術) に
関する最新の情報通信機器の
展示・実演や､ テレビでおな
じみの明治大学教授の齊藤孝
さん､ 数学者の秋山仁さんら
による講演・トークショー､
青森県初となるプラネタリウ
ム ｢メガスター｣ 上映やキャ
ラクターショーなど､ 家族で
楽しめるイベントです｡ 入場
無料ですので､ ぜひご参加く
ださい｡
◆
�－10月12日(金)

～14日(日)
��


▽メイン会場－新青森県総
合運動公園 ｢青い森アリー
ナ｣ (青森市)
▽サテライト会場－弘前克
雪トレーニングセンター
ほか (弘前市)､ 八戸商
工会館 (八戸市)

※サテライト会場は10月13日
(土)・14日(日)開催

���	－地域ＩＣＴ未来フェ
スタ2007inあおもり実行委
員会事務局 (青森県企画政
策部情報システム課内)
TEL 017-734-9163
URL http://www.pref.
aomori.lg.jp/ict2007/

'()*#+
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青森県動物愛護センターで
は動物ふれあいフェスティバ
ルを開催します｡
乗馬体験や犬のしつけ教室
など､ 楽しいイベント盛りだ
くさんで皆さんのお越しをお
待ちしています｡
入場無料です｡

�
�－10月７日(日)
８日(月・祝)

��
－県動物愛護センター
(青森市宮田字玉水119-1)

���

▽動物(犬・猫・馬・羊・
ヤギ・ウサギ等)とのふ
れあい
▽乗馬体験
▽動物パレード
▽獣医さんなりきり体験
▽盲導犬と警察犬のデモン
ストレーション
▽犬のしつけ方教室など

���	

県動物愛護センター
TEL 017-726-6100

0
���1	
234567����

４月１日から９月30日まで
に支払った電気料金の一部を､
次の企業や事業者に助成しま
す｡
����－平成18年10月１日
以降に新規立地・増設し､
電力契約を新設・増設し､
かつ雇用者が３名以上増加
した企業や個人事業者

����－10月19日(金)
���	－青森県エネルギー
総合対策局原子力立地対策
課
TEL 017-734-9737

�����������

�� �－10時～12時
����－役場本庁舎

２階休養室
※��������	
�

お問い合わせください
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東北町成人式が８月15日､ コミュニティセンターで開催され､
対象者265名のうち167名が出席し､ 社会人としての自覚を新た
にしました｡
式典では､ 竹内町長が ｢自己責任のもと､ 自分の人生を拓く
ために努力し続けてください｣ と式辞を述べたあと､ 新成人を
代表して沼尾庸平さんが ｢社会に貢献できる人間となるため､
色々なことに挑戦します｣ と誓いのことばを述べました｡
新成人は､ 大人への一歩を踏み出した充実感をかみしめなが
ら､ 同級生や恩師と写真を撮ったり､ 近況や思い出話に花を咲
かせたりしていました｡
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